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新・「全国書誌データ検索」

必要十分な機能を
備えていると思います。
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全国書誌の基本的要件

網羅性
一国で刊行されたすべての出版物を収録

速報性
出版された資料の情報を、可能な限り速やかに掲載

信頼性
国際標準に基づいて作成した信頼性の高い書誌レコード

詳細性
広範囲にわたるニーズに応えうる、詳細な書誌情報

上保佳穂「日本全国書誌のあゆみ」『全国書誌通信』118, 2004
書誌部書誌調整課「特集 全国書誌」『国立国会図書館月報』555, 2007
横山幸雄「全国書誌の70年：「もの」から「サービス」へ」『国立国会図書館月報』691, 2018
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日本の全国書誌に求められる課題（私見）

国内刊行物について、標準的な書誌データを図書館
等で簡便に利活用できるように

国内刊行物について、未知資料をできるだけ網羅的
に探し出せる「集中機能」を提供できるように

網羅性 速報性 信頼性

網羅性 詳細性
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日本の全国書誌に求められる課題（私見）

国内刊行物について、標準的な書誌データを図書館
等で簡便に利活用できるように

網羅性 速報性 信頼性

多くの図書館で通常受け入れられる資料について

網羅性、信頼性はまずまず満たされている
速報性が積年の課題
速報性への努力も重ねられているが…
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日本の全国書誌に求められる課題（私見）

国内刊行物について、未知資料をできるだけ網羅的
に探し出せる「集中機能」を提供できるように

網羅性 詳細性

典拠コントロールをきちんと行うということ
著者等、主題（件名・分類） ＋著作、ジャンル・形式

これについては、営々と努力されてきた
これだけの規模で確実に著者・主題の典拠コントロール
典拠データの公開（Web NDL Authorities）
特に、件名典拠（NDLSH）の整備

未知資料を網羅的に探し出すことができる

さらに向上をはかるには
典拠コントロール対象の拡充
網羅性の向上（地域資料など）

詳細性

網羅性 6



典拠コントロール対象の拡充

「書誌データ水準」

詳細性

件名のつかない資料群
実用書、実務書、児童書…

これらも時間が経てば研究調査対象では

国立国会図書館「書誌データ水準」
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/levels.html
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網羅性の向上（地域資料など）

手近な図書館の地域資料を検索してみると

NDLサーチで見つからないものはそこそこある

網羅性

大阪狭山市立図書館OPAC
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網羅性の向上（地域資料など）

手近な図書館の地域資料を検索してみると

NDLサーチで見つからないものはそこそこある

網羅性

大阪狭山市立図書館OPAC

統合検索によって補完するという考えかたでは
典拠コントロールまでは解決しない

納本率の向上が難しければ…
他の図書館と協働し、地域資料等をNDLの典拠コントロール
に組み入れるような仕組みは作れないか
つまり、他の図書館の資料も「全国書誌」に参画
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